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『ぼっちのままで居場所を見つける』 

孤独許容社会へ 著：河野真太郎 ちくまプリマー新書 

 

『大切なメッセージ』 

「方言は身につけたアクセサリー外したけれ

ば外せばいいけど捨てちゃだめよ。それにはあな

たがそこで育ったという大切なメッセージが刻

まれているんだから」 

これは、名探偵コナンという漫画に出てくる 

灰原哀という小学生の台詞だ。転校してきたばか

りの同級生が、うっかり関西弁を話して恥ずかし

がる場面でのことだ。コナンファンの間では、有

名な名台詞である。 

私も大阪出身で、引っ越してきた当初、自分が

話す関西弁が恥ずかしいと思う時期があった。言

葉がキツく聞こえてしまわないかと、少し遠慮し

ながら話していたのが今では懐かしい。 

育った場所によって身につくといえば、手を合

わせることやお念仏をすることもそうだろう。 

 

 

 

毎朝本堂に手を合わせてから登校する我が家の

子ども達だが、下の息子は今から「お坊さんには

絶対にならない！！」と豪語している。 

私としては、それでもかまわないと思う。 

おかげさまで身についた 

お念仏は、外すも外さない 

も自由だ。私がどれだけ背 

をむけようとも、決して私 

を捨てることがないのが阿 

弥陀如来である。 

お坊さんにならなくても、 

合わさる手の中に、お寺 

で育ったという大切なメ 

ッセージは刻まれている。 

のだから。 

 

 

~声(読者のページ)~ 

~お坊さんの書棚~ 

近年、「孤独」は社会問題として語られること

が増えました。本書は、その孤独という言葉を丁

寧にほどき直し、孤独には悪い孤独と良い孤独が

あることを示します。 

著者によれば、孤独が一様に否定的に語られる

ようになったのは比較的最近のことです。『ロビ

ンソン・クルーソー』『葬送のフリーレン』や『シ

ャーロック・ホームズ』など、多様な物語を行き

来しながら、人がどのように孤独を発見し、そこ

からどのような価値を見いだしてきたのかが語

られます。 

自然の中での逍遥や静かな自室の時間として

語られる「良い孤独」は魅力的に映ります。しか

し著者は、そのような孤独が成立するためには、

実は経済的安定や社会的つながりといった基盤 

 

 

が必要であることにも目を向けます。 

本書の終盤では、『ライ麦畑でつかまえて』の

ホールデンが語る「崖から落ちそうな子どもを

受け止める存在」が引かれます。それは、社会

からこぼれ落ちそうな 

人を支えるセーフティ 

ーネットの比喩とも読 

めるでしょう。 

孤独を許容できる社 

会とは、誰もが安心し 

て孤独を引き受けられ 

る社会でもある。 

そんな包摂的な社会 

のあり方を、本書は提 

示しています。 

 

 

 
今号をもちまして 2011 年に就任した広報部員を卒業することになりました。広報部員としての 

15 年で沢山の思い出がありますが、何よりも原稿の締切が・・・それでもこの日を迎えられた 

のは広報部員や事務局のご尽力、そして読者の皆様がいてくださったからです。改めて、心より 

お詫びと御礼を申し上げつつ、今後は一読者として「とうかい」を楽しみにしたいと思います。 

 

~編集後記~ 

広報部 加藤 

 


